
 

＜別紙＞ 情報提供様式  

 

①事例名 

三位一体の改革（４０分授業午前5時間制＋学年担任制＋教科担任制）で時間と心にゆとり 

②学校名 

愛荘町立秦荘西小学校                    連絡先 ０７４９－４２－２２４４ 

③取組分野（複数選択可） 

☑教育課程等 （授業時数の点検、日課表の見直し、カリキュラム、教科担任制、行事の精選等） に関する取組 

④直面していた課題（取組前の様子） 

・担任経験の浅い教員は学級の問題、指導における課題等を一人で抱え込みがちである。そのような教員に対して、周囲の教員は放課後を中心に

様々な助言や精神的な支えとなったり、OJT等で研修を行ったりしてきたが、早期に課題を解決することは困難であった。また、日々の業務に忙殺

される中、課題への指導助言や研修等の機会が多くなると、自身の学級経営について自信を失ったり、他の業務が滞り、時間外労働時間が増え、帰

宅も遅くなったりという悪循環に陥り、体力的にも精神的にも疲弊しがちであった。 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

＜学年担任制の導入＞ 

・２学級の４年生と６年生とで、学年担任制を導入。１週間ごとに担当学級を

交代し、２人で２学級を見守る体制を構築した。また、担任外教員の３人を

低・中・高学年の学年部長として配置。学年部の問題は基本、学年部長を中

心に解決を図り、一人で抱え込むことのない環境づくりを推進した。 

＜教科担任制の導入＞ 

・４年生以上で教科担任制を導入し、一人当たりの指導教科数を削減。同じ内

容を複数回授業でき、学年部の複数の教員で児童を多面的に見ることが可

能となった。 

＜４０分授業午前５時間制の導入＞ 

・４０分授業午前５時間制の導入と年間授業数を精査し日課表の見直しを図

り、放課後に２５分の余剰時間を生み出した。２５分間長くなった放課後は、学

年部長を中心に担任同士で児童の情報交換をしたり、授業準備や研修会の

開催等に活用したりしている。 

取組のポイント 

 時間という資源の有効活用×協働の仕組み（学年担任制等） 

 

⑦取組の成果 

●５月以外のすべての月で、昨年度と比較し時間外労働時間が減少してお

り、職場全体で1か月平均4．4時間減少している。 

●長くなった放課後と教科担任制により指導教科数が減じたことで、92％

の職員が放課後に「ゆとり」を感じている。その結果、職場ストレスチェッ

クでは昨年と比較し、総合点数が１９ポイント減少した。 

●上記の心のゆとりが児童の指導研究にも向けられ、今年度は全職員が４０

分授業の中で単元内自由進度学習に取り組むなど、新しい挑戦が数多く生

まれている。 

成果のポイント 

「時間のゆとり」と「心のゆとり」が、新たな活力を生み出す。 

 

放課後の情報共有の様子 単元内自由進度学習実践報告 


